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こ
の
た
び
、
日
向
洞
窟
遺
跡
西
地
区
（
以
下
、
日
向
西
地
区
）
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て
、

全
３
分
冊
計
約
八
五
〇
ペ
ー
ジ
の
本
報
告
書
を
昨
年
度
末
に
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
関
係
者
の
み
な
さ
ま
に
は
多
方
面
か
ら
お
力
添
え
賜
り
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
日
向
西
地
区
は
昭
和
六
二
年
か
ら
三
か
年
に
わ
た
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
全
国

的
に
み
て
も
稀
有
な
遺
跡
と
し
て
当
時
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
想
定
を
は
る
か
に

超
え
る
膨
大
な
量
の
石
器
と
前
例
の
な
い
出
土
状
況
、
そ
の
全
て
を
完
全
に
は
網
羅
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
日
向
西
地
区
の
全
体
像
が
よ
う
や
く
み
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
日
向
西
地
区
に
関
す
る
企
画
展
や
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
に
お
越

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
連
の
講
演
会
を
も
と
に
日
向
西
地
区
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、

①
縄
文
草
創
期
中
葉
（
約
一
万
三
千
年
前
）
の
尖
頭
器
を
中
心
と
す
る
大
規
模
な
石
器
製

作
址
で
あ
る
こ
と
、
②
完
成
品
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
お
ら
ず
地
区
外
の
使
用
の
場
に
持

ち
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
③
尖
頭
器
の
製
作
工
程
の
中
に
他
の
石
器
器
種
の
素

材
生
産
を
効
率
的
に
組
み
込
ん
だ
石
器
製
作
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
④
旧
石

器
時
代
か
ら
縄
文
時
代
へ
の
移
行
期
に
お
け
る
重
要
な
技
術
体
系
で
あ
り
、
環
境
変
化
や

狩
猟
方
法
の
変
化
に
伴
う
生
活
様
式
の
変
化
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
本
書
の
ま
と
め
か
ら
、「
日
向
洞
窟
及
び
洞
窟
前
か
ら
大
谷
地
低
湿
地
に
か
け
て
広

が
る
緩
斜
地
一
帯
が
回
帰
的
半
定
住
的
な
生
活
に
あ
っ
て
拠
点
的
な
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
で

あ
り
、
縄
文
草
創
期
の
こ
の
地
域
に
お
け
る
石
器
製
作
の
中
心
的
な
位
置
に
あ
っ
た
」
と

い
え
ま
す
。
詳
し
く
は
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
手
に
と
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

私
が
生
ま
れ
る
前
の
発
掘
調
査
、
そ
れ
も
全
国
的
に
有
名
な
日
向
洞
窟
の
報
告
書
作
成

に
携
わ
れ
る
と
は
、七
年
前
高
畠
町
で
働
き
始
め
る
前
ま
で
は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

よ
う
や
く
形
に
で
き
て
安
堵
す
る
一
方
、
年
月
の
経
過
で
報
告
書
を
お
渡
し
で
き
な
か
っ

た
方
も
お
ら
れ
悔
や
ま
れ
ま
す
。
現
在
日
向
洞
窟
の
総
括
報
告
書
刊
行
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
み
な
さ
ま
に
そ
の
成
果
を
お
示
し
で
き
る
よ
う
鋭
意
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

日
向
洞
窟
遺
跡
西
地
区
発
掘
調
査
報
告
書
の
刊
行

▲刊行された『日向洞窟遺跡西地区発掘調査報告書』

　
　
　

                          

高
畠
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課　

鈴
木
大
輔



　

企
画
展
記
念
講
演
会
は
東

京
大
学
名
誉
教
授
佐
藤
宏
之

先
生
の
「
日
本
列
島
の
縄
文

時
代
草
創
期
と
日
向
洞
窟
遺

跡
」
の
演
題
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
演
は
以
下
の
構
成

で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

1.
東
ア
ジ
ア
と
日
本
の
土

器
文
化

(1)
研
究
の
歴
史: 

日
本
列
島

に
お
け
る
最
古
の
土
器
の
追

求(2)
更
新
世
末
〜
完
新
世
初
頭

の
気
候
環
境
変
動

(3)
東
・
北
東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
土
器
の
出
現
世
界
最
古

の
土
器
出
現

(4)
日
本
列
島
に
お
け
る
縄
文

化
縄
文
文
化
の
範
囲

2.
晩
氷
期
の
環
境
変
動
と

人
々
の
適
応: 

縄
文
時
代
草

創
期 16,500

〜11,500

年

前(1)

溯

源

期 16,500

〜

15,500

年
前

氷
期
末
期

(LGM
-Cold2) 

寒
冷

(2)
隆
起
線
文
土
器
期

15,500

〜13,000

年
前
晩

氷
期
前
半(

ベ
ー
リ
ン
グ
・

ア
レ
レ
ー
ド) 

温
暖

(3)
爪
形
文
・
押
圧
縄
文
・
多

縄
文
期 13,000

〜11,500

年
前
晩
氷
期
後
半(

ヤ
ン

ガ
ー
・
ド
リ
ア
ス) 
寒
冷

3. 
本
格
的
な
縄
文
文
化
の
成

立: 

縄
文
早
期
の
文
化
と
生

活
温
暖
・
湿
潤

文
化
要
素
の
出
現
と
変
化: 

貝
塚
、
丸
木
舟
、
土
偶
、
石

器
、
住
居
跡
、
集
落

縄
文
早
期
の
生
活: 

狩
猟
、

漁
撈
、
採
集
、
居
住
、
道
具

(

土
器
、石
器)

、交
換
・
交
易
、

精
神
生
活

　

日
本
列
島
に
お
け
る
最
古

の
土
器
の
追
求
で
は
、
現
在

で
は
、
非
共
伴
で
決
着
が
つ

い
た
尖
頭
器
と
押
圧
文
土
器

企
画
展
記
念
講
演
会

企
画
展
記
念
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
７
年

令
和
７
年
1111
月
1212
日(

日)

　

「日
本
列
島
の
縄
文
時
代
草
創
期
と
日
向
洞
窟
遺
跡
」

「日
本
列
島
の
縄
文
時
代
草
創
期
と
日
向
洞
窟
遺
跡
」

の
共
伴
を
め
ぐ
る
「
本
ノ
木

論
争
」、
山
内
清
男
先
生
の

の
草
創
期
の
提
唱
と
短
期
編

年
、
小
林
達
雄
先
生
の
撚
糸

文
土
器
か
ら
草
創
期
と
す
る

と
い
う
各
論
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
続
く
更
新
世
末
〜
完

新
世
初
頭
の
気
候
環
境
変
動

で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
最

終
氷
期
の
最
寒
冷
期（LGM

）

か
ら
小
温
暖
期
2
回
と
小
寒

冷
期
3
回
を
経
て11,700

年
前
の
完
新
世
に
至
っ
た

こ
と
、
中
国
・
日
本
で
は

激
し
く
変
動
し
な
が
ら
も

15,000

年
前
か
ら12,800

年
前
ま
で
は
温
暖
期
、
そ
れ

以
降11,700

年
前
ま
で
は

寒
冷
期
と
な
り
、
草
創
期
は

晩
氷
期
の16,500

年
前
か

ら11,700
年
ま
で
で
、
そ

れ
以
降
は
縄
文
時
代
早
期
に

な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

東
・
北
東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
土
器
の
出
現
で
は
、
世
界

最
古
の
土
器
は
中
国
仙
人
洞

遺
跡
で
寒
冷
期
の22,000

年
前
に
遡
り
、
日
本
列
島
で

は16,500

年
前
の
向
温
暖

期
に
、
沿
バ
イ
カ
ル
・
ア
ム

ー
ル
川
流
域
・
北
海
道
で
は

晩
氷
期
前
半
の
温
暖
期
に
当

た
る14,800

年
前
に
、
中

国
北
部
・
北
東
部
で
は
晩
氷

期
後
半
の
寒
冷
期
に
当
た

る13,000

〜11,700

年
前

に
出
現
し
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

日
本
列
島
の
草
創
期

は

16,500

〜

11,700

年

前
ま
で
の
約4,800

年
間

で
、1

6
,5
0
0

〜

1
5
,5
0
0

年
前
の
遡
源
期
、15,500

〜13,000

年
前
、
小
温
暖

期
の
隆
起
線
文
土
器
期
、

13,000

〜11,700

年
前
、

少
寒
冷
期
の
爪
形
文
・
押
圧

縄
文
・
多
縄
文
期
の
3
期
に

分
け
ら
れ
る
と
の
こ
と
で

す
。
遡
源
期
の
遺
跡
で
は
土

器
を
持
つ
遺
跡
は
少
な
く
、

石
器
だ
け
出
土
す
る
遺
跡
も

多
く
、
竪
穴
住
居
も
出
現
し

ま
す
が
、
遊
動
的
な
生
活
は

継
続
し
、
隆
起
線
文
土
器
期

は
古
本
州
島
に
広
く
遺
跡
が

分
布
し
、
遺
跡
数
が
増
大
す

る
こ
と
か
ら
人
口
も
増
大
し

た
こ
と
、
爪
形
文
・
押
圧
縄

文
・
多
縄
文
土
器
期
は
炉
穴

な
ど
各
種
の
遺
構
や
集
落
が

出
現
し
ま
す
が
、
人
口
は
減

少
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

を
、
多
く
の
遺
跡
の
例
を

図
・
写
真
と
と
も
に
紹
介
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
食
糧
に
い
ち
早
く

堅
果
類
が
加
わ
る
草
創
期
の

南
九
州
の
生
活
の
様
子
、
爪

形
文
土
器
が
海
産
物
の
煮
炊

き
に
使
わ
れ
た
北
海
道
の
例

と
草
創
期
の
石
器
の
変
遷
、

縄
文
時
代
早
期
に
な
る
と
、

ど
の
よ
う
に
生
活
が
変
遷
す

る
か
の
お
話
を
し
て
頂
き
、

結
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

絶
賛
頒
布
中
！

「
縄
文
時
代
草
創
期
の
石

器
工
房
ー
日
向
洞
窟
西
地
区
ー

」

１
，
５
０
０
円



　

今
年
度
の
考
古
学
セ
ミ
ナ

ー
は
、「
日
向
洞
窟
遺
跡
西

地
区
と
縄
文
時
代
草
創
期
の

置
賜
」
と
題
し
て
、
企
画
展

の
内
容
を
よ
り
深
く
理
解
で

き
る
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

以
下
に
概
要
を
紹
介
し
ま

す
。

「
日
向
洞
窟
遺
跡
西
地
区
の

調
査
と
縄
文
時
代
草
創
期
の

置
賜
の
概
要
」

　
　
　
　
　
　

渋
谷　

孝
雄

　
　
　
　
　
（
当
館
館
長
）

　

当
館
館
長
か
ら
は
、
い
わ

ゆ
る
縄
文
土
器
や
弓
矢
の
出

現
と
い
っ
た
、
縄
文
時
代
の

始
ま
り
の
歴
史
か
ら
、
全
国

か
ら
見
た
縄
文
時
代
草
創
期

の
遺
跡
、
そ
し
て
日
向
洞
窟

を
筆
頭
に
、
大
立
洞
窟
・
一

の
沢
洞
窟
・
火
箱
岩
洞
窟
・

尼
子
岩
陰
と
い
っ
た
、
高
畠

町
の
縄
文
時
代
草
創
期
の
洞

窟
遺
跡
に
つ
い
て
の
話
を
し

て
い
た
だ
き
、
置
賜
地
方
に

お
け
る
縄
文
時
代
草
創
期
の

遺
跡
に
つ
い
て
の
概
要
に
つ

考
古
学
セ
ミ
ナ
ー　

令
和
7
年
9
月
21
日
／
9
月
28
日
／
10
月
5
日(

日)
第
二
十
七
期

い
て
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

「
日
向
洞
窟
遺
跡
の
槍
先
形

尖
頭
器
を
技
術
基
盤
と
す
る

石
器
群
と
東
日
本
に
お
け
る

位
置
づ
け
」

　
　
　
　
　

鈴
木　

雅　

氏

（
宮
城
県
蔵
王
町
教
育
委
員

会
）

　

鈴
木
雅
氏
か
ら
は
、
槍
先

形
尖
頭
器
の
製
作
の
工
程
、

そ
し
て
製
作
の
技
術
の
変
遷

に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
日
向
洞
窟
遺
跡

西
地
区
か
ら
は
完
成
品
未
成

品
含
め
大
量
の
石
器
が
見
つ

か
っ
て
お
り
、
石
器
製
作
の

場
の
跡
で
あ
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主

に
槍
先
形
尖
頭
器
を
作
る
場

で
あ
り
、
そ
の
工
程
の
中
で

得
ら
れ
た
剥
片
を
用
い
て
石

鏃
や
削
器
と
い
っ
た
他
の
石

器
を
製
作
す
る
、
効
率
的
な

石
器
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見

解
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

「
日
向
洞
窟
遺
跡
西
地
区
出

土
の
頁
岩
製
槍
先
形
尖
頭
器

に
お
け
る
技
術
学
的
検
討
」

　
　
　
　

大
場　

正
善　

氏

（（
公
財
）
山
形
県
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
）

　

大
場
氏
か
ら
は
、
実
際
に

槍
先
形
尖
頭
器
を
作
る
実
演

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
向
洞
窟
遺
跡
西
地
区
か
ら

は
大
量
の
未
成
品
の
槍
先
形

尖
頭
器
が
見
つ
か
っ
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
未
成
品
か
ら

当
時
の
人
た
ち
の
技
法
を
探

り
、
忠
実
な
再
現
を
目
指
す

試
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日

向
洞
窟
遺
跡
西
地
区
か
ら
出

土
す
る
石
器
の
石
材
の
ほ
と

ん
ど
を
占
め
て
い
る
珪
質
頁

岩
を
用
い
て
、
槍
先
形
尖
頭

器
を
実
際
に
製
作
し
て
い
き

ま
し
た
。
講
座
の
時
間
内
に

は
完
成
せ
ず
、
次
週
ま
で
に

大
場
氏
が
個
人
的
に
製
作
を

継
続
し
、
完
成
品
を
持
っ
て

き
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
日
向
洞
窟
遺
跡
西
地
区
の

年
代
的
位
置
づ
け
と
石
器
群

の
構
造
」

　
　
　
　

鈴
木　

大
輔　

氏

　
（
高
畠
町
教
育
委
員
会
）

　

鈴
木
大
輔
氏
か
ら
は
、
日

向
洞
窟
遺
跡
が
年
代
的
に
ど

う
い
っ
た
位
置
づ
け
に
あ
る

の
か
と
い
う
こ
と
と
、
日
向

洞
窟
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
石

器
の
石
材
や
器
種
と
い
っ
た

石
器
群
の
構
造
に
つ
い
て
の

二
本
の
内
容
に
つ
い
て
お
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日

向
洞
窟
遺
跡
の
年
代
的
位
置

づ
け
と
し
て
は
、
出
土
し

た
土
器
・
石
器
の
性
格
か

ら
、
凡
そ
１
万
４
千
年
前
〜

１
万
２
千
年
前
と
考
え
ら
れ

る
そ
う
で
す
。
石
器
群
の
構

造
と
し
て
は
、
石
材
の
全
体

の
九
割
を
珪
質
頁
岩
が
占
め

て
お
り
、
他
の
石
材
は
特
定

の
石
器
に
使
用
し
て
い
た
、

尖
頭
器
な
ど
原
石
を
割
っ
て

製
作
す
る
石
器
は
３
割
弱
、

石
鏃
な
ど
剥
片
を
用
い
て
製

作
さ
れ
た
石
器
が
７
割
強
を

占
め
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

「
日
向
洞
窟
遺
跡
総
括
報
告

書
刊
行
に
向
け
て
」

　
　
　
　
　

水
口　

哲　

氏

　
（
高
畠
町
教
育
委
員
会
）

　

水
口
氏
か
ら
は
、
日
向
洞

窟
遺
跡
総
括
報
告
書
の
刊
行

へ
向
け
て
、
日
向
洞
窟
遺
跡

の
発
掘
の
歴
史
を
踏
ま
え
な

が
ら
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
日
向
洞
窟
遺
跡
は
、

町
主
体
に
よ
る
、
１
次
調
査

〜
４
次
調
査
、
遺
跡
範
囲
確

認
調
査
、
東
北
芸
術
工
科
大

学
・
愛
知
学
院
大
学
主
体
に

よ
る
、
西
地
区
東
側
A
地

区
、
西
側
B
地
区
の
調
査
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東

北
学
院
大
学
に
よ
り
、『
日

向
洞
窟
遺
跡
西
地
区
の
研

究
』
と
い
う
調
査
報
告
書
も

刊
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
町

の
今
後
と
し
て
、
こ
れ
ら
の

発
掘
調
査
や
研
究
の
成
果
を

ま
と
め
た
総
括
報
告
書
を
作

成
し
て
い
く
こ
と
、
そ
し

て
、
第
１
次
調
査
か
ら
第
４

次
調
査
に
か
け
て
町
史
編

纂
・
県
史
編
纂
の
際
に
移
管

さ
れ
所
在
の
分
か
ら
な
く
な

っ
た
資
料
も
多
く
あ
り
、
そ

う
い
っ
た
資
料
の
収
集
も
課

題
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。



縄
文
時
代
前
期

　
　

●
高
畠
町　

押
出
遺
跡

我
が
館
の
展
示
品
（
54
）

押
出
遺
跡
の
土
層
剥
ぎ
取
り

鷺
城
跡　
　

鷺
城
跡　
　

　

米
沢
市
の
東
部
、
標

高
５
０
２
ｍ
の
早
坂
山
、

通
称
び
っ
き
石
を
含
め

た
南
北
１
，
４
６
８
ｍ
、

北
西
１
，
０
２
０
ｍ
の

大
規
模
な
拡
張
発
展
型

の
山
城
が
あ
り
ま
す
。

西
に
は
羽
黒
川
の
天
然

の
水
壕
、
北
は
急
峻
な

斜
面
で
守
ら
れ
た
東
西
に
連
な
る

山
嶺
を
利
用
し
て
築
城
さ
れ
て
い

ま
す
。
南
北
朝
時
代
、
福
島
県
伊

達
市
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
た
伊

達
氏
が
置
賜
に
進
出
す
る
た
め
、

長
井
氏
の
動
向
を
監
視
す
る
役
割

で
早
坂
山
の
頂
上
に
物
見
の
館
を

立
て
た
の
が
始
ま
り
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
の
後
、
稙
宗
が
南
側
の
沢

を
利
用
し
た
居
館
（
第
Ⅰ
居
館
）

を
配
置
、
晴
宗
が
米
沢
に
拠
点
を

　

常
設
展
示
室
奥
に
、
押
出
遺
跡
の
土
層
を
剥
ぎ
取
っ
た

資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
押
出
遺
跡
は
、
縄
文
時
代

前
期
後
葉
に
営
ま
れ
た
大
谷
地
低
湿
地
に
立
地
す
る
集
落

遺
跡
で
す
。

　

吉
野
川
と
屋
代
川
の
合
流
地
点
に
近
い
た
め
、
泥
炭
や

砂
や
泥
で
厚
く
覆
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
人
々
の
暮
ら
し
は

地
表
下
２
ｍ
の
深
さ
ま
で
埋
も
れ
、
上
か
ら
八
番
目
の
層

か
ら
遺
物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
も
の
は
千
点
を
こ
え
ま
す
。

　

漆
製
品
や
漆
液
容
器
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
発
掘
作

業
は
さ
ぞ
大
変
だ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が

厚
い
堆
積
層
で
真
空
状
態
と
な
っ
た
こ
と
で
、
貴
重
な
資

料
が
残
さ
れ
ま
し
た
。
押
出
遺
跡
の
遺
物
包
含
層
の
深
さ

を
見
な
が
ら
発
掘
さ
れ
た
遺
物
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

置賜史跡めぐり（58）

と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
１
５
９
８

年
、
上
杉
景
勝
、
家
臣
直
江
兼
続

が
米
沢
城
主
と
な
り
、
随
行
し
た

前
田
慶
次
が
居
住
し
た
記
録
が
残

っ
て
い
ま
す
。
４
０
０
年
以
上
経

過
し
て
い
ま
す
が
、
保
存
状
態
が

よ
く
山
城
の
形
状
を
そ
の
ま
ま
残

し
て
い
ま
す
。
見
学
は
葉
が
落
ち

た
初
冬
、
も
し
く
は
葉
の
無
い
初

春
が
お
勧
め
で
立
地
条
件
が
理
解

出
来
、
伊
達
政
宗
、
前
田
慶
次
も

見
た
で
あ
ろ
う
米
沢
市
街
を
見
渡

す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

平
成
元
年
、
早
坂
山
ｂ
遺
跡
調

査
（
鷺
城
周
辺
）
が
お
こ
な
わ
れ
、

置
賜
地
方
特
有
の
板
碑
（
龕
殿
型

板
碑
）
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

移
す
と
輝
宗
、
政
宗
の
時
代
、
巨

大
な
山
城
の
建
設
へ
と
発
展
し
て

い
き
ま
す
。
背
景
に
は
近
く
に
万

世
赤
浜
か
ら
板
谷
に
通
じ
る
街
道

と
南
原
綱
木
か
ら
李
山
関
根
を
経

て
万
世
赤
浜
に
通
じ
る
刈
安
道
が

あ
り
福
島
の
信
夫
郡
、
伊
達
郡
に

通
じ
る
重
要
な
路
線
が
あ
る
か
ら

で
す
。
鷺
城
は
街
道
警
備
防
衛
の

重
要
な
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

複
数
の
堀
切
（
横
堀
、
縦
堀
、
水

堀
）
を
配
置
、
複
数
の
曲
輪
群
と

土
塁
、
枡
形
虎
口
、
馬
出
の
防
衛

設
備
を
兼
ね
備
え
た
当
時
最
新
設

備
を
擁
し
た
山
城
と
な
っ
て
い
ま

す
。
第
Ⅰ
居
館
に
対
比
す
る
東
側

に
第
Ⅱ
居
館
が
あ
り
城
主
の
根
小

屋
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
城
の

名
前
の
由
来
は
、
最
終
形
態
が
早

坂
山
を
頭
部
と
し
て
両
居
館
を
左

右
の
羽
を
広
げ
た
鷺
に
見
立
て
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

鷺
城
は
伊
達
稙
宗
期
か
ら
政

宗
期
の
約
６
０
年
間
存
在
し
、

１
５
９
１
年
、
政
宗
が
豊
臣
秀
吉

の
命
で
岩
出
山
に
移
封
後
、
破
城

米
沢
市
万
世
町
桑
山
地
域　
　

●
南
北
朝
・
室
町
・
戦
国
時
代　

米
沢
市
万
世
町
桑
山
地
域　
　

●
南
北
朝
・
室
町
・
戦
国
時
代　

▲ 横堀

▲ 鷺城全景 ( 後方は早坂山 )

▲ 押出遺跡の土層剥ぎ取り


